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小平市第 1期経営方針推進プログラム進捗状況（令和 4年度末）について 

 

 行財政改革の着実な推進を図るため、第 1期小平市経営方針推進プログラムの進行管理

については、毎年度、庁内の経営方針推進本部で検討のうえ、有識者や公募市民で構成す

る経営方針推進委員会に報告を行い、意見等をいただくこととしています。 

ここに、各プログラムの令和 4年度末の進捗状況を報告します。 

 

１ 各プログラムの令和 4年度末進捗状況 

速やかに取組に着手することとする「実施プログラム」の進捗状況については、全 20

のプログラムのうち、18プログラムが「予定どおりに進捗」、2プログラムが「予定よ

りも遅れている」となりました。 

なお、具体的な取組への着手を目指して検討期間を設ける「検討プログラム」（全 8

プログラム）は、評価対象外としています。 

   

■ 実施プログラムの進捗状況（令和 4年度末） 

方向性 

予定以上に 

進捗 

（Ｓ） 

予定どおりに 

進捗 

（Ａ） 

予定よりも 

遅れている 

（Ｂ） 

１ 地域資源によるサービスの実現 
（６プログラム） 

０ ６ ０ 

２ 将来に向けた財政運営・財産活用 
（４プログラム） 

０ ３ １ 

３ 運営・業務執行体制の効率化 
（６プログラム） 

０ ５ １ 

４ 職員と職場の活性化 
（４プログラム） 

０ ４ ０ 

計 ０ １８ ２ 

 

【参考】予定よりも遅れているプログラム（２プログラム） 

No プログラム名 取組内容・要因 今後の対応 

８ 事業の精査と

見直し 

・令和 3年度の経営方針推進委員会による仕分

け提案において取り上げた、個別の事務事業

の見直しを進めた。 

・抜本的な事業の見直しに係る仕組みの検討を

進めるには至らなかった。 

・見直しに向けた方法論の整理が進まず、基礎

資料作成が遅れたため。 

・大規模事業等に係

るデータ収集と

分析を進め、方法

論を早期に固め

る。 
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No プログラム名 取組内容・要因 今後の対応 

12 文 書 の 電 子

化・ペーパーレ

ス化 

・会議資料や刊行物のペーパーレス化の取組を

着実に進めた。 

・電子決裁の対象の拡大に向け、課題整理等を

進めたが、年度中の実施には至らなかった。 

・円滑な業務執行に支障をきたさないよう、さ

らなる運用方法の精査が必要なため。 

・早期に対象文書の

範囲、決裁ルート

の設定方法等の

運用ルールを定

め、電子決裁の対

象を拡大する。 

 


